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佐賀市教育委員会





発 刊 にあたって

昭和61年度に開始された北川副地区の農業基盤整備事業は本年で4年目を

むかえ、同地区で最初の発掘調査となりました。

本年は阿高遺跡を調査し、 古墳時代の士城、中世の井戸、溝等を検出しま

した。出土遺物には士師器（小型丸底垢・甕・壺）、須恵器（杯・横瓶・醜）、

瓦器（婉）、土師質土器（鉢 ・釜）等があります。

北川副地区は原始、古代の遺跡は存在しないと考えられていましたが、今

回の発見で阿高地区以外にも遺跡がある可能性がでてきました。今後の発掘

調査により 、市域南部の歴史が、解明されてくるものと考えます。

なお、調査に際しまして、御協力いただきました佐賀県農林部、佐賀県教

育委員会、ならびに地元の方々に対し、厚く御礼申し上げます。

佐賀市教育委員会

教育長 山 田清人
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例 言
l. 本書は農業基盤整備事業に伴い、平成元年度に実施，した阿高遺跡 (A地区）の発掘調査報

告書である。

2.調査は佐賀県農林部の委託をうけて、佐賀市教育委員会が実施した。

3.調査遺跡の所在地 ・規模等は以下のとおり

遺跡登録番号 2108 • 3111 • 4033·5113 遣跡略号 ADK 

調 査 地 佐賀市北）II副町大字光法字阿高 開発面積 352,000 m' 

調査対象面積 2,600m' 調査実績面積 2,600m' 

遺跡調査番号 0104 調査期問
平成元年6月3日
～同年 8月24日

4.発掘作業 ・整理作業 ・報告四作成の分担は以下のとおり

表土除去

空中写真

遺構実測

有限会社

有限会社

有限会社

遣溝個別実測 ・写真

江下建設

空中写真企画

朝日測量

福田義彦

遣物復元

造物実測 貞包洋子、浜野里美、浜田糸子

烏 京子

製 図 貞包洋子

5.調査 ・整理記録及び出土遣物は、佐賀市文化財資料館（佐賀市本庄町1121)で一括収蔵し

ている。出土遺物は、佐賀市埋蔵文化財整理要網に基づき整理している。

6.本書の執筆は福田義彦がこれにあたった。

凡 例

1. 遺構については略号を用いる。分類は次のとおり。

SK:土猿、SE:井戸 ：SD溝P：小穴

2.原則として、遺構の測定値はm単位、遺物はcm単位とした。

3.表示した方位はすべて座慄北 (G.N)である。



I 序 説

1.調査に至る経過

北川副地区における平成元年度、農業甚盤整備事業は35.2haについて工事計画がなされた。

これに伴い、昭和62年11月に当該地区の埋蔵文化財確認調査を実施した結果、遺跡の存在が確

認された。この調査結果を基に、佐賀県農林部、佐賀県教育委員会文化課、佐賀市土地改良課、

佐賀市教育委員会の4者で協議を行なった結果、水路予定地のl,950m'fこついて佐賀県農林部

委託事業による発掘調査を実施し、記録保存を図ることになった。

発掘調査は平成元年6月3日から開始し、同年8月24日に現場作業を終了した。出土遺物の

整理作業、報告書作成作業は佐賀市文化財資料館で行った。 B地区については佐賀文化財調査

報告書第28集を参照されたい。

2.調査の組織

調査主体佐賀市教育委員会

事務局佐賀市教育委員会社会教育課

課長古川靖邦

課長補佐兼文化係長 中野和彦

事務吏員 甲木亮ー （庶務担当）

同 福田義彦（調査担当）

発掘作業員 中島カズエ、江ロヒロ子、中島美佐子、式町幸子、新郷寿美枝、新郷クニ子、

山田久子、貞包久枝、宮地富士子、江下和子、坂井初代、西村トシ子、西村美智子、末次ミ

サ子、坂井ツル代、閑田秀子、公門幹枝、 詫問lE子、後藤信子、真綺イサ子、小森秀子、

石井幸子

調査協力 佐賀県教育委員会、佐賀県農林部、佐賀中部農林事務所、佐賀市土地改良課、北

JI|副土地改良区、地元各位

II 遺 跡 の 位 置 と環境

1.遺跡の位置

阿高遺跡は佐賀市北川副町大字光法字阿高にあって、佐賀市域南東部の標高2.Smを測る水

田下に所在する。遺跡の北方約1.5kmには佐賀市域の排水河）IIである佐賀江がある。この江湖

は潮汐の影響をうけ、ほとんど高低差のない乎地を西から東へ流れ筑後川に注いでいる。また、

周辺にはさが平野特有のクリークが縦横に走っている。このような平野の中に小規模な集落が

点在している。阿高遺跡は阿高集落を中心とする広がりをもつものであるが、今回の調査区は、

その縁辺部にあたる。
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Fig. 1阿高遺跡周辺遺跡分布図

D阿高遺跡 ②牟田寄遺跡 ③蓮池上天神遺跡 ④柴尾橋下流遺跡⑤唐人廟遺跡

⑥太田本村遺跡 ⑦徳富権現堂遺跡 ⑧徳宮権現堂遺跡 ⑨土師本村遺跡 ⑩村中角遺跡

2.歴史的環境

佐賀市域の遺跡は、金立町、久保泉町の北部山競に集中し、南部域にはあまり存在しないと

され、佐賀県遺跡地図にも遣跡空白の部分が多い。市域南部周辺でも近年遺跡の存在が明らか

になってきた。これらの発掘調査の成果は、南部城で周知されていない遺跡存在の可能性を高

くしている。

周辺の遺跡には柴尾橋下流遺跡（弥生時代～鎌倉時代、佐賀市）、徳富権現堂遺跡・村中角

遺跡・ 唐人廟遺跡・上大津遺跡（弥生時代～室町時代、 佐賀郡諸富町） 、蓮池上天神遺跡（鎌

倉時代、佐賀市） などがある。

このことは大小河）IIの堆精作用により、今まで考えられていた時期よりも早い時期に陸化が

進み生活圏となっていたものといえる。この陸化は、近年の発掘調査、確認調査結果から判断

すると、北川副町が所在する市域南東部が早く 、 嘉瀬）II • 西与賀町の南西部が遅いものといえ

る。

北川副地区は古代末以降になると文献にも登場してくる。同町周辺は河副本庄（河副北庄）

の地域に相当する。本来、河副庄と呼んでいたものが、南部の干拓が進み、耕地が拡大するに

したがって、南部の河副南庄（現在の佐買郡川副町一帯）と区別されるようになった。近世に

なると佐賀藩の蔵入地となり、川副代官の支配下になった。
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Fig. 2遺跡周辺見取図

III 調査の記録
1.調査の概要

調査区は阿高集落の南側から東側に伸びる幅6mの支線水路予定地である。この地域を調査

の便宜上、 A地区と呼称する。

調査の結果、井戸33基、土擦28基、溝8条、掘立柱建物跡1棟、小穴等を地表下0.2~0.4m

で検出した。遣構は淡灰色の粘土に掘り込まれ、埋土が黒色又は黒褐色であったので、掘り込

み面の識別は容易であった。同地区周辺の地山は、そのほとんどが粘土層であり、乾燥すれば

亀裂が走り、雨が降ればそれが剣落するという状況で、遺構清掃に時間を多く費やした。

出土遺物には土師器（甕 ・杯 ・小型丸底柑．壺）、須恵器（柑．聡・横瓶）、瓦器（婉）磁

器（碗） などがある。

2.遺構

SK006土壌 (Fig.3)

調査区中央にあって、SE007に南側掘込みを切られている。上面の平面形は円形を茎調と

するが、ややいぴつになっており、南北0.68mを測る。底面はほぽ平垣で、壁は角度をもって

直線的に立ち上る。

埋土は淡黒色、黄褐色（粘土まじり）層の2陪に大別できる。掘込み下0.4m程度まで、土

器片はほとんど検出しなかったが、黄褐色土になると、図のように土師器が集中して出土した。

器種には小型丸底均、壺形土器、高杯（破片）などがある。

SK O 4 1土墳 (Fig.4)

調査区西半にあって、南西約 lmにSE016がある。上面の平面形は円形を基調とするが東西

-3-
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Fig. 3 SK006土塙実測図(S=l/20)

Fig. 4 SK041土壊実測図(S=l/20)

0.73m、南北0.77mで、検出時は南北にやや長い楕円形を呈する。底面は舟底状を呈し、狭い。

壁面は角度をもって直線的に立ち上る。

埋士は上屠淡黒色、下陪黄褐色を呈す。出土遣遣物には瓦器 ・土師器がある。このうち瓦器

は掘込み下0.2m程度で検出した。これは古墳時代の土渫掘方の中に深さ0.2m程度の鎌倉時代

の土壌を掘込んでいたものと考える。主な出土造物として土師器（甕・壺形土器）などがあり、

堀込み下0.5~1.0mの間で検出した。残存状況は良好であった。

SK052土墳 (Fig.5)

調査区西端にあって、北西 lmにSK063、北東2mにS£037がある。遺構の掘込み北端から

約lmに水田の段差があり、同造構は0.2~0.3m程度上半部を削平されているものと考える。

上面の平面形は不定形で、東西0.37mを測る。底面はゆるやかな起伏があり、西から東にむけ

て傾斜がある。

埋土は上層黒色、下層暗黄褐色を呈する。出土遺物は主として下陪から検出した。主な出土

遺物として土師器 （杯 ・甕） などがある。残存状況が良好なものは掘込み下0.15mで検出した。
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Fig. 5 SK052土塙実測図
(S=l/20) 

SK063土墳 (Fig.6)

調査区西端にあって、水田の段差

により南半掘り込みを0.3m程度削

平されている。周辺には東南にSKO

52、西にSE038があるが、切合関係

ー

゜
50cm 

はない。上面の平面形は円形を基調 Fig. 6 SK063土墳実測図(S=l/20)

とするものと考えるが、検出時には東西0.97m、南北0.73mを測る。床面は舟底状を呈し、壁

は角度をもって立ち上る。掘込み下0.3~0.Smの壁面に稜を有する。

埋土は上層淡黒色、下層黄褐色を呈する。遣物は埋土全域から検出したが、大半が細片であっ

た。残存状況が良好な遺物は下層に集中し、土師器甕を 3個体検出した。

SK069土壌 (Fig.7) 

調査区の東半部にあって、遺構西側掘込み付近を他の土壊と切合い関係がある。新旧関係が

明確に把握できなかったので、遺構が重なり合っていると考えられる部分の出士遺物について

は『SK069西半』と注記し取上げた。上面の平面形は南北に長い楕円形を基調とするものと考

えるが、後世のかん没、削平のため検出時には不定形であった。東西軸3.lm、南北軸4.4mを

深さO.Sm測る。底面は緩やかな起伏があり、壁は、甚本的には垂直に近い角度で立ち上る。

埋土は上陪黒色、下層淡黒褐色を呈する。出土遺物には須恵器（高台付杯 ・甕 ・高杯・鉢）、

土師器（芥 ・甕）を検出した。

- 5 -
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Fig. 7 SK069土漂実測図(S=l/20)

SEO O 5井戸 (Fig.8)

調査区中央にあって、北側約lmにSK004西側約lmにSK009がある。素掘り、2段掘りの

井戸である。遺構上面の平面形は検出時には不定形であったが、元来、南北にやや長い楕円形

を基調とするものと考える。底面は緩やかな起伏がある。南壁は掘込み下0.6m付近の稜を有

する付近まで垂直に立ち上り、そこからやや角度を緩やかな角度で掘込み面に至る。

埋土は上層から淡黒褐色士、黄褐色土（粘土プロック）、黒色土に分かれる。主な出土遺物

には土師器（杯） 、瓦器（婉） 、磁器（碗）がある。細片が多い。

S E O 1 6井戸 (Fig.9)

調査区の西半にあり、 SE0117と切合い関係をもつ。 新18関係は同遣構が新しい。周辺には

SE023やSD005などがある。上面の平面形は南北にやや長い楕円形を基調とする。残存状況が

良好な部分で南北1.8m、東西l.Sm、深さ1.38mを測る。底面は緩やかな起伏があり、 壁は稜

付近まで垂直に立ち上る。稜からは、やや角度を緩やかにし、掘込み面に至る。

埋土は上層黒色、下恩淡黒褐色の2層に大別できる。遺物は埋土全域から検出した。主な出

土遺物に須恵器（甕）、土師器（杯 ・小皿） 、青磁、白磁（碗）などがある。
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Fig. 8 SE005井戸実測図
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SE028井戸 (Fig.10) 

調査区の西半にある。少なくとも、溝1条、土壊2基と切合い関係をもつ。検出時で東西軸

2.78m、南北軸2.8m、深さ1.3mを測る素掘の井戸と考える。しかし、遺構の規模から見た軸

長と深さの比率を考えると、土猥である可能性もある。平面的に新旧関係が把握できたものは

溝1条と南東隅の土城1基で、いづれも、当遺樅が切られている。また、図化できなかったが、

中央部断面を観察すると径2m程度の土渫状のものを確認し、この遺構を切っていることがわ

かった。逍構北半は層位毎に選物を取上げようとしたが、壁面崩壊のためこれも同一にしか取

り上げられなかった。

埋土は6層に細分でき、掘込み下0.9~1.0m付近に藁灰状物質を確認した。出土造物は埋土

全域から検出した。主な出土選物には黒色土器（高台付杯） 、土師器（杯）、木製品（曲物底

板）などがある。

SEO 3 7井戸 (Fig.11)

調査区最西端に検出した素掘り、 2段掘りの井戸である。西側2mにSK063が位置する。 S

E073もSK063同様、遺構の南部を水田の段差により削平されている。上面の平面形は円形を

基調とするもので、東西2.lmを測る。堀込み南側はSD051に切られている。床面は舟底状を

- 7 -
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Fig. 10 SE028井戸実測区］
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Fig. 11 SE037井戸実測図

。
lm 

。
lm Fig. 13 SE078井戸実測図

Fig. 12 SE045井戸実測屈
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呈し、壁は掘込み下0.4mの稜を有する付近まで角度をもって立ち上る。

埋土は上層淡黒、中層黒褐色、下層、淡黒褐色の3陪に大別できる。出土遺物には瓦質土器

（釜・鍋）、土師器（小皿）、木片等を埋士下層から検出した。

SEO 4 ~井戸 (Fig.12) 

調査区西半にあり、SE027、028、044と近接する。上面の平面形は東西に長い楕円を基調

とするものと考えるが、北、南中央の掘込み面がやや突出している。東西0.87m、南北0.75m、

深さ1.03mを測る。素掘り、一段掘りの井戸である。本遺跡では比較的小型の井戸である。底

面はほぽ平坦で、壁は角度をも って立ち上るが、西壁がやや稜い角度である。

埋土は上層黒色、下層淡黒褐色の 2層に大別でき、遺物は埋土全域から検出した。主な出土

遺物には須恵器（杯）、土師器（杯・甕）などがある。 tまとんどが細片である。

SE078井戸 (Fig.13) 

調査区東半部にあり、西側 .g 
I 

約 lmにSD084、北側約2m

にSE079がある。上面の平

面形は東西にやや長い楕円形

を呈し、東西軸1.3m、南北

軸1.15m深さ1.3mを測る。

素掘り、一段掘りの井戸であ

る。底面は稜やかな起伏があ

り、壁は四方ともほぽ垂直に

立ち上る。

埋土は上層黒色、下陪淡黒

褐色を呈する。遺物は埋士全 Fig. 14 S8075掘立柱建物跡実測

＼
 

A
 
L=2.45m 

Ail ［［ 
。

g 闘

〗Aし~I
2m 

域から検出した。主な出土遣

物には瓦器 （婉） 、土師器 （杯 ・小皿）、磁器（碗）、滑石製石鍋等がある。

S8075掘立柱建物跡 (Fig.14)

調査区東端にあり、 SD086とSD088の間に位置する。 1間X2間の掘立柱建物跡である。柱

穴の径は0.3から0.44m、深さ0.28から0.56mを深る。柱間の測定値は図中に表記していると

おりである。柱穴や出土遣物は検出できなかった。出土遺物がないことから時期決定はできな

いが、前述のSD086、088溝と有機的な関係を想定するならば鎌倉時代から室町時代にかけて

の所産であろう。
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3.遺物

阿高遺跡 (A地区）では古墳時代から中世に至る遺物を検出した。主な出土遺物には土師器

（杯・柑 ・甕・高杯・皿）、瓦器（婉 ・小皿）、磁器（碗・皿）などがある。

1から 3は土師器杯。1は口径14.4cm、器高6cm。口縁部は内傾する。調整は口縁部内外面

ョコナデ、内面ナデ、外面ハケ目。底部にヘラ記号を有する。2は口径14.6cm、器高6.2cm。

ロ縁部はわずかに内傾する。内面、口縁部ヨコナデ、下半部不定方向のナデ、外面口縁ヨコナ

デ、下半部ハケ目。 3は口径17.6cm、器高5.9cm。全体的に厚い器壁をもつ。調整は内面から

外面口縁部にかけてナデ、ヨコナデ、外面下半部はヘラケズリ。4から 8は土師器小型丸底堵。

ロ径6.9から8.8cm、器高8.3から9.7cm。調整は主として内面胴部のヘラケズリ、口縁部内外面

のハケ目又はヨコナデ、胴部外面のハケ目。 9 • 10は土師器壺形土器。口径10.1• 11. 6cm、器

高14.5• 17.7cm。調整はハケ目とヨコナデ、胴部内面のヘラケズリ等を主とする11から14は土

師器甕11で口径14.4cm、器高22.7cmを測り、ほぽ完形。胴部は丸味をもち、最大径を胴部中央

に有する。口縁部はわずかに外反する。調整は外面ハケ目、 ヨコナデ、内面ヘラケズリ、 ヨコ

ナデを主とする。底部に焼成後の穿12がある 。 12は口径16.2cm、器高25.7~m。胴部は球状を呈

し、口縁部は複合口縁状である。調整は外面、 口縁部ヨ コナデ、胴部ハケ目、内面、口縁部ヨ

コナデ、頸部ナデ、ヨコナデ、指頭によるおさえ、胴部ヘラケズリによっている。13は口径17.

二
1. SE008 2. SE008 3. SE008 

4. SKOOG 

8. SK006 

5. SKOOG 6. SK006 

9. SK041 

。
• 一

10 20cm 

Fig. 15阿高遺跡 (A地区）出土遠物実測図

- 10-



5cm、器高25.9cm。胴部は球状を呈し、全体的に厚い器壁をもつ。口縁部は直線的に外反する。

ロ縁外部から頸部にかけて強いヨコナデがある。調整はハケ目、ヨコナデ、ヘラケズリを主と

する。ハケ目は外面底部にも及んでいる。 14は口径18.2cm、器高29.1cmを測り、ほ底完形。全

体的に厚い器壁をもつが、口唇部は薄くなる。口縁部はこの種の甕の中では比較的角度をもっ

て立ち上る。 15• 16は土師器高杯。 15は復元口径21.2cm。口縁は内湾気味に立ち上り、端部が

やや厚くなる。調整は主としてナデとヨコナデ。内部底面にわずかにハケ目が見られる。 16は

復元口径14cm。裾部と脚部の境界は比較的明瞭。 外面は主としてナデとヨ コナデ調整。杯部内

面に同心円状のハケ目がある。17は土師器壺。この遺物はSE039井戸下層からの出土である

が、他遺構との切合い関係を調べる途中、遺構壁面及ぴセクショソの崩落があり、他遺物との

供伴関係は不明確なものとなった。 口径10.8cm、器高17.2cm。胴部は算盤珠状を呈し、口縁部

は大きく外反する。調整、外面、口緑部、板状工具によるナデの後ヨコナデ、胴部上半板状エ

具によるナデの後ヘラミガキ、下半部ヘラミガキ、内面、口縁部ヨコナデ、胴部上半ナデ、ヨ

コナデ（輪積み痕を有する。） 、下半部ヘラケズリによる。器外面には赤色顔料が塗られてい

る。器外面の一部に黒斑あり。 18は土師器甕。口径13.4cm、器高13.2cm。完形品．である。底部

は平底に近い。体部は直線的な立ち上りをみせ、口縁部で短く外反する。調整は外面、口縁部

ヨコナデ、胴部ハケ目、内面、口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。 19• 20は土師器甕。 20でロ

径24cm、器高24cm。厚い器壁をもち、口縁部は短く外反する。調整は18と同様。21は土師器甑。

残存高23.6cm。調整は主として外面ハケ目、内面ヘラケズリ、ヘラ状工具によるナデによって

いる。22• 2324は高台付士師器杯。口径13.4から15cm、器高3.7から5.8cm。23の内外面各 Iか

所にヘラ書き文字がある。 25は須恵器横瓶、ほぽ完形である。口径6.9cm、器高13.8cm。調整

は主としてカキ目とヨコナデ。底部外面付近はヘラケズリ。 26• 27は須恵器恩。 26は口径4.7

cm。口縁部を欠失。胴部上半にクシ状工具による刺突文、中央部にカキ目、下半部にヘラケズ

リ。 27は外面胴部中央付近にクシ状工具による剌突文がある。 28から30は須恵器杯（蓋） 28は

輪状紐を有し、底径14cm、器高2.8cm、紐径8.05cm。紐から 2cm程度は回転ヘラケズリ。 29で

底径14.5cm、器高3.4cm、30で口径19.8cm器高 2cm。30はほとんど天井部空間がなく 、口唇部

も丸味をもつ。 31• 32は須恵器杯。 31で口径14cm、器高2.7cm。底部外面に「稲」の墨董があ

る。 32は口径13.4cm、器高4.8cm。底部と体部の境界に回転ヘラケズリを有する。33から36は

須恵器高台付杯。33で復元口径10.6cm器高4.15cm。この種の中で最も法量が小さい。外面淡赤

褐色を呈する。34で口径14．3cm、器高3.95cm。底部外面に 「稲」の墨書有。35で復元口径11.8

cm、器高4.25cm。体部は直立気味に立ち上り、口径に比して器高がある。 36で復元口径］4cm、

器高3.9cm。底部外面に「秋」の墨書有。 37は復元口径17.8cm、器高4.85cm。この種の中では

最も高い計測値を示す。平垣な底部から口縁部は長く 、直線的にのびる。高台外側に回転ヘラ

ケズリを有する。 38は須恵器甕。口径12.5cm、器高15.3cm、タクキ痕をわずかに観察できる。

焼成不良で土師器の様相を呈する。 39は須恵器高杯。口径18.4cm、脚径11.6cm、器高7.4cm。

ロ縁部は短く内湾気味に立ち上る。内外面の一部に緑灰色の自然釉をかふる。 40から44は土師

-ll-



11. SK063 >/
n
 

―
-
15. SK073 

16. SKOZZ 

17. SE039 

14. SK073 

゜
10 20cm 

Fig. 16阿高遺跡 (A地区）出土遺物実測因 (S=l/4)
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＝ロニ／

こ

□ 
〇 10 20cm 

Fig. 17阿高遺跡 (A地区）出土遺物実測図 (S=l/4)

器小皿。40から43で口径9.1から9.3cm、器高1.0から1.7cm。44で口径6.2cm、器高2.1cm、底径

3.8cm。底面外部に糸切り痕有。 45から47は土師器杯。口径10.4から10.8cm、器高2.5から3.2

cm、底径4.8から6cm。底面外部に糸切り痕有。 48• 49は土師器杯。48で口径14.8cm、器高3.9

- 1 3 -



26. SK007 25. SK016 
27. SE039 

三二 30. SK⑯9 

マ31. SK069 二 口
32. SK069 33. SK081 

てこ
二

L
¥
 
36. SK069 

38. SE039 

37. SK069 

□)1 ̀ 39 SKO74 
。

10 20cm 

Fig. 18阿高遺跡 (A地区）出土遺物実測図 (S=l/4)

cm、底径11.5cm。底面外部にヘラ切り痕有。 49で口径15.6cm、器高36cm、底径9.1cm。底面外

部に糸切り痕有。50は黒色土器（内黒婉）。口径16.4cm器高5.5cm、底径5.6cm。口縁部はやや

角度をもち立ち上る。調整は口縁内外面ヨコナデ、胴部内外面ヘラミガキを主とする。 51• 52 

は瓦器婉。 51で16.4cm、器高5.4cm、底径6.8cm。調整は外面ヘラミガキ、ヨコナデ、内面ヘラ

ミガキを主とする。 52は復元口径16.4cm、器高6.15cm、底径6.2cm。胴部外面に墨書を有する。

53から55は磁器碗。 53で復元口径13.0cm、器高6.3cm、底径5.3cm。内面は沈線で5区に分分さ

れているものと推定する。文様は配していない。 54は復元口径16.8cm、器高6.9cm、底径5.4cm。

外面体部に蓮弁文を施す。 55は口径11.8cm、器高4.6cm、底径5cm。しまぽ完形品。蛋付部から

内面は無釉。口縁部は内湾気味に立ち上り、端部でわずかに外反する。56は磁器皿。復元口径

-14-
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Fig. 19阿高遺跡 (A地区）出土遠物実測図 (S=l/4)
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10.3cm、器高2.7cm、底径3.2cm。わずかに上げ底である。見込みには草花文を配す。 57は須恵

質土器（片口鉢）。口径29cm、器高11.85cm、底径10.7cm。調整は主としてヨコナデとナデ。

東播系のものか。 58は瓦質土器の摺鉢。口径28.5cm、器高14cm、底径15.5cm。平底である。体

部はわずかに内湾しながら立ち上り、口唇部は概ね平坦で外傾する。調整は外面ハケ目、指頭

によるおさえ、内面ハケ目。色調は内面淡黒色、外面灰褐色を基調とする。 59• 60は瓦質土器

の釜。 59で口径13.5cm。調整はハケ目、ョコナデを主体とする。 60は口径14.4cm、器高約14.5

cm。外面胴下部にスス不若。調整は外面、ヨコナデ、ヘラミガキ、ハケ目、内面、ヨコナデ、

ハケ目を主体とする。

N 小 結
阿高遺跡は現在の阿高集落を中心に広がる遺跡と考える。今回は集落東・南とやや西に隔れ

た地点に計画されている水路部分の発掘調査を行った。遺跡の広がりから考えれば、やや西に

隔れた水路部分 (B地区、平成元年度国庫補助事業対応分）は、阿高集落との間に遺構の存在

しない空白地帯があり、別の遺跡に包括され・る可能性もある。

調査の結果土城28基、井戸33基、溝8条、小穴等を検出した。

古墳時代の遺構には土壊、井戸がある。これらの識別は計測値、土陪の状況等で行ったが、

調査員の主観が大であることも否めない。まず、土城であるが、その多くが土師器（小形丸底

堵・甕形土器・壺形士器杯）を伴い、それが掘込み面下0.1~1.0m程度の深さに埋置されてい

る状況で検出した。土層を観察しても自然堆積層と考えられる黒色土部分からはほとんど検出

されず、黄褐色又は暗褐色の土で一時期に何らかの意図をもって埋められたような状況を示す

士層からの検出であった。検出土師器のセット関係は前述のとおりであるが、SK006土城のみ

は高杯の脚部片を 1点のみ検出した。これは、今回の調査では例外的なものであって、基本的

には高杯を伴わない何らかの行為があったものと思料する。古墳時代の土師器器種において、

表土下屠からの検出を含めて全体を見ても、高杯の絶対凪が少ないことを付記しておきたい。

井戸については、土漿と区別困難なものがあることは前述のとおりであるが、井戸であるた

めの必要条件として、地表下l.5~1.8mにある青灰粘質土（有明海粘土層）まで掘り抜いてい

ることをあげた。

奈良時代の遺構としては土壊がある。調査区東側にあるSK069士城からは多量の須恵器、土

師器が検出された。出土遣物は古墳時代の士城のように埋翌された形跡はなく、投棄されたも

のと考える。

鎌倉時代から室町時代にかけての造構には井戸、土城、溝がある。今回の調査区では、この

時代のものが最も多い。その中で井戸が最も多い。出土造物には土師器、瓦器に混じって輸入

磁器も見られる。この輸入磁器については有明海ルー トの直接搬入も考えられている。溝は調

査区が細長いので全容が判明したものはない。しかし、幅約5m程度のものもあり、集落又は

居館をめぐる溝の存在も考えてみる必要があろう。ちなみに、本村遺跡（佐賀市文化財調査報

告書第28集参照）では居館をめぐる溝が発見され、中世の屋敷のありかたを提示している。
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1.阿高遠跡 (A地区）

全景（西から）

2.阿高遺跡 (A地区）

中央部（南から）
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7. SK069土壊 8. SE005井戸

10. SE028井戸
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13. A地区中央部（東） 14.遺物検出状況
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05
 
l
 -
5
 
1
5
-
6
 
1
 
A
 

0
0
5
 

均
土
師
器
古
墳
9
0
%
 
ロ
径
6.
9

器
高
8
.
8

S
 K
0
0
6
 
89
07
05
 
1
 -
6
 
15
-
4
 
1
 
A
 

0
0
6
 

堵
土
師
器
古
墳
体
部
の
み

残
S
 K
0
0
6
 
89
07
05
 
1
 -
7
 

1
 
A
 

8
0
%
 

器
高
7.
7

0
0
7
 

柑
土
師
器
“
 
9
5
%
 
ロ
径
10
.7

器
高
11
.7

S
 K
0
0
6
 
89
07
05
 
2
-
8
 
1
5
-
8
 
8
 
A
 

0
0
8
 

冦
須
恵
器
“
 
8
0
%
 

残
S
 K
0
0
7
 
89
07
04
 
2
 -
12
 
18
-
26
 
1
 
A
 

ロ
径
4.
7

器
高
13
.8

0
0
9
 

横
瓶

須
恵
器
”
 
9
5
%
 
ロ
径
6.
9
底
径
7
.3
器
高
13
.8
5

S
 K
0
1
6
 
89
07
25
 
2
6
-
1
6
0
 
1
8
-
2
5
 
l
 
A
 

0
1
0
 

高
杯

土
師
器
“
 
6
0
%
 

推
残

S
 K
0
2
2
 
89
06
27
 
5
-
26
 
16
-
16
 
1
 
A
 

底
径
14
.0
器
高
12
.8

01
1
 

壼
土
師
器
古
墳
9
5
%
 
ロ
径
10
.5

器
高
14
.5

S
 K
0
4
1
 
89
07
05
 
11
-
83
 
15
-
9
 
1
 
A
 

0
1
2
 

壼
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
11
.6

器
高
17
.7

S
 K
0
4
1
 
89
07
05
 
12
-
8
8
 
15
-
1
0
 
1
 
A
 

0
1
3
 

霊=
 

土
師
器
古
墳
8
0
%
 
ロ
径
17
.5

器
高
25
.9

S
 K
0
4
1
 
89
07
05
 
19
-
12
3 
16
-
13
 
2
 
A
 

0
1
4
 

蓋
土
師
器

30
%
 

S
 K
0
4
1
 
89
07
05
 
未

2
 
B
 

0
1
5
 

高
杯

士
師
器

脚
部
の
み

残
S
 K
O
S
O
 
89
07
05
 
6
-
35
 

2
 
A
 

底
径
12
.2
器
高
7
.1

0
1
6
 

琳
土
師
器
古
墳
不
明

残
S
 K
0
5
2
 
89
07
05
 
6
 -
34
 

2
 
A
 

器
高
6
.1

0
1
7
 

杯
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
12
.6

器
高
4
.4

S
 K
0
5
2
 
89
07
05
 
3
 -
14
 

2
 
A
 

0
18
 

杯
土
師
器
古
墳
5
0
%
 
ロ
径
16
.
6

器
高
4.
5

S
 K
0
5
2
 
89
07
05
 
3
 -
1
5
 

2
 
A
 

0
1
9
 

杯
土
師
器
“
 
5
0
%
 

S
 K
0
5
8
 
89
07
25
 
未

2
 
B
 

阿
高
遠
跡
(
A
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
残
牌
(
%
)

法
量

遺
構
名
出
土
年
月
庚
測
図
番
号
報
F告i
g誓
番掲
号
鷹
コ
ソ
テ
ナ
番
号
A
・
Bの
別

0
2
0
 

堵
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
7.
7

器
高
8.
3

S
 K
0
5
9
 
89
07
25
 
9
 -
6
4
 

2
 
A
 

0
2
1
 

堵
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
7.
6

器
高
8.
9

S
 K
0
5
9
 
89
07
25
 
9
 -
65
 

2
 
A
 

0
2
2
 

柑
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
8
.8

器
高
8
.
4

S
 K
0
5
9
 
89
07
25
 
9
-
66
 

2
 
A
 

0
2
3
 

甑
土
師
器
古
墳
不
明
頸
部
頸
部

残
S
 K
0
6
0
 
89
07
25
 
2
8
-
1
6
4
 
1
7
-
2
1
 
2
 
A
 

外
径
28
.8
内
径
2
6
.9
器
高
23
.6

0
2
4
 

甕
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
13
.4

器
高
13
.2

S
 K
0
6
0
 
89
07
25
 
9
 -
6
2
 
1
7
-
1
8
 
3
 
A
 

0
2
5
 

杯
須
恵
器
古
墳
完
形
ロ
径
8.
1
底
径
4.
1
器
高
2.
45

S
 K
0
6
0
 
89
07
07
 
2
1
-
1
3
0
 

3
 
A
 

0
2
6
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
室
町
9
5
%
 
口
径
8
.8
底
径
7
.2
器
高
2
.1

S
 K
0
6
2
 
89
07
07
 
10
-
81
 

3
 
A
 

0
2
7
 

小
皿

土
師
器

II
 
9
0
%
 
ロ
径
8
.
2
底
径
6
.
9
器
高
1.
65

S
 K
0
6
2
 
89
07
07
 
1
0
-
8
2
 

3
 
A
 

0
2
8
 

甕
土
師
器
古
墳
9
5
%
 
ロ
径
14
.4

器
高
22
.7

S
 K
0
6
3
 
89
07
14
 
1
3
-
9
2
 
1
6
-
1
1
 
3
 
A
 

0
2
9
 

壼
土
師
器
“
 
7
0
%
 

残
S
 K
0
6
3
 
89
07
14
 
2
0
-
1
2
5
 

3
 
A
 

器
高
29
.0

0
3
0
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
室
町
6
0
%
 
ロ
径
8
.8
底
径
7
.0
器
高
l
.2
5

S
 K
0
6
7
 
89
07
13
 
1
0
-
7
9
 

3
 
A
 

0
3
1
 

小
皿

土
師
器

II
 
4
0
%
 
推

推
S
 K
0
6
7
 
89
07
13
 
1
0
-
8
0
 

3
 
A
 

ロ
径
9
.4
底
径
7.
4
器
高
1.
25

0
3
2
 

蓋
土
師
器
奈
良
6
0
%
 

底
径
15
.2
器
高
3.
0

S
 K
0
6
9
 
89
07
14
 
2
1
-
1
2
8
 

3
 
A
 

0
3
3
 

小
皿

土
師
器
平
安
完
形
ロ
径
9
.2
底
径
7
.7
器
高
1.
1
”
 
89
07
13
 
1
6
-
1
1
4
 

3
 
A
 

0
3
4
 

甕
須
恵
器
奈
良
不
明

推
残

”
 
89
07
13
 
3
3
-
1
7
1
 

4
 
A
 

ロ
径
42
.5

器
高
18
.5

0
3
5
 

高
台
付
杯

須
恵
器
“
 
8
0
%
 
ロ
径
14
.3
高
台
径
9
.4
器
高
3
.9
5
”
 
89
07
13
 
16
-
10
8 
1
8
-
3
4
 
5
 
A
 

0
3
6
 

高
台
付
杯

須
恵
器
“
 
7
0
%
 
推

”
 
89
07
13
 
16
-
10
9 
1
8
-
3
5
 
5
 
A
 

ロ
径
1.
8
高
台
径
8
.3
器
高
4.
25

0
3
7
 

高
台
付
杯

須
恵
器
“
 
8
0
%
 
ロ
径
12
.6
高
台
径
6
.
9
器
高
3
.
6
”
 
89
07
13
 
16
-
1
1
0
 

5
 
A
 

0
3
8
 
高
台
付
杯

須
恵
器

II
 
9
0
%
 
ロ
径
12
.9
高
台
径
7
.
5
器
高
3
.
6
”
 
89
07
13
 
16
-
11
1 

5
 
A
 

阿
高
遺
跡
(
A
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
呻
(%
)

法
量

遺
構
名
出
土
年
月
莫
測
図
番
号
報F
告i
g書
番掲
号
葛
コ
ソ
テ
ナ
番
号

A
•
B
の
別

0
3
9
 

高
台
付
杯

須
恵
器
“
 
4
0
%
 
推

推

”
 
89
07
13
 
16
-
11
2 
18
-
36
 
5
 
A
 

ロ
径
14
.0
高
台
径
9.
2
器
高
3
.9

0
4
0
 
高
台
付
杯

須
恵
器
”
 
5
0
%
 
推

”
 
89
07
13
 
17
 -
1
 
1
 

7•
 
1
8
-
3
7
 
5
 
A
 

ロ
径
17
.8
高
台
径
11
.6
器
高
4
.8
5

04
1 

高
杯

須
恵
器
奈
良
不
明

残
器
高
10
.
0

S
 K
0
6
9
 
89
07
13
 
14
-
9
6
 

5
 
A
 

0
4
2
 

蓋
須
恵
器
奈
良
6
0
%
 
つ
ま
み

S
 K
0
6
9
 
89
07
14
 
16
-
10
7
 1
8
-
30
 
5
 
A
 

径
2.
3
底
径
19
.8
器
高
2
.0

0
4
3
 

杯
須
恵
器
“
 
7
0
%
 
ロ
径
13
.3
底
径
10
.0
器
高
3.
1

S
 K
0
6
9
 
89
07
13
 
1
6
-
11
3 

5
 
A
 

04
4 

杯
須
恵
器
“
 
6
0
%
 

S
 K
0
6
9
 
89
07
14
 
未

5
 
B
 

0
4
5
 

甕
土
師
器
”
 
ロ
緑
の

推
残

S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
17
-
11
9 

5
 
A
 

2
5
%
 
ロ
径
22
.
4

器
高
11
.
0

0
4
6
 

甕
土
師
器
”
 
ロ
縁
の

推
残

S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
18
-
12
0
 1
7
-
19
 
5
 
A
 

3
0
%
 
ロ
径
25
.0

器
高
13
.9

0
4
7
 

甕
士
師
器
“
 
ロ
縁
の

推
残

S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
18
-
12
1
 

5
 
A
 

2
5
%
 
ロ
径
18
.0

器
高
10
.8

0
4
8
 

高
台
付
杯

土
師
器
“
 
60
%
 
ロ
径
15
.0

器
高
5
.8

S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
1
1
-
85
 
17
-
24
 
5
 
A
 

0
4
9
 

甕
須
恵
器
”
 
ロ
緑
の
み
推

残
S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
18
-
12
2
 

5
 
A
 

ロ
径
11
.4

器
高
9
.7
5

0
5
0
 

蓋
須
恵
器
奈
良
6
0
%
 
つ
ま
み

S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
16
-
1
0
6
 
18
-
2
8
 
6
 
A
 

径
8.
05
底
径
14
.0
器
高
2
.8

05
1
 

杯
須
恵
器
奈
良
5
0
%
 
推

推
S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
17
-
11
5 
18
-
31
 
6
 
A
 

ロ
径
14
.0
底
径
9.
4
器
高
2.
7

0
5
2
 

杯
須
恵
器
奈
良
4
0
%
 
推

推
S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
17
-
11
6 
1
8
-
3
2
 
6
 
A
 

ロ
径
13
.4
底
径
9.
0
器
高
4.
8

0
5
3
 

芽
須
恵
器
“
 
5
0
%
 
推

S
 K
0
6
9
西
半
89
07
14
 
1
7
-
1
1
8
 
17
-
22
 
6
 
A
 

ロ
径
16
.5
底
径
12
.5
器
高
4.
2

0
5
4
 

杯
土
師
器
“
 
4
0
%
 

S
 K
0
7
0
 
89
07
13
 
未
16
-
15
 
6
 
B
 

0
5
5
 

甕
須
恵
器
＂ 
不
朋
ロ
径
47
.2

S
 K
0
7
0
 
89
07
13
 
34
-
1
72
 

6
 
A
 

0
5
6
 

杯
須
恵
器
”
 
9
5
%
 

S
 K
0
7
0
 
89
07
13
 
未

6
 
B
 

0
5
7
 

杯
土
師
器
,, 
3
0
%
 

S
 K
0
7
0
 
89
07
13
 
未

6
 
B
 

阿
高
追
跡
(
A
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
残
（
沿
）

法
量

遺
構
名
出
土
年
月
実
測
図
番
号
報F
告i
g書番
掲号
戴
コ
ソ
テ
ナ
番
号
A
・B
の
別

0
5
8
 

壼
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
10
.1

器
高
15
.1

S
 K
0
7
3
 
89
07
20
 
9
-
63
 

6
 
A
 

0
5
9
 

壼
土
師
器
古
墳
9
5
%
 
ロ
径
18
.2

器
高
2
9
.l

S
 K
0
7
3
 
89
07
17
 
26
-
15
9 
16
-
14
 
6
 
A
 

0
6
0
 

壼
土
師
器
古
墳
8
0
%
 
ロ
径
16
.2

器
高
25
.
7

S
 K
0
7
3
 
89
07
17
 
2
9
-
1
6
5
 
1
6
-
12
 
7
 
A
 

06
1 

室..
.L
 

土
師
器
古
墳
5
0
%
 

残
S
 K
0
7
3
 
89
07
17
 
30
-
16
6 

7
 
A
 

ロ
径
15
.4

器
高
2
3
.0

0
6
2
 

壼
土
師
器
古
墳
5
0
%
 

残
S
 K
0
7
3
 
89
07
17
 
30
-
16
7 

8
 
A
 

ロ
径
17
.4

器
高
19
.5

0
6
3
 

堪
土
師
器
古
墳
8
0
%
 
推

S
 K
0
7
3
 
89
07
17
 
l
l
-
8
7
 
1
5
-
7
 
8
 
A
 

ロ
径
9
.8

器
高
11
.6
5

0
6
4
 

高
杯

土
師
器
“
 
不
明

推
残

S
 K
0
7
3
 
89
07
17
 
20
-
12
7 

8
 
A
 

ロ
径
2
1.
2

器
高
7.
5

0
6
5
 

甕
土
師
器
奈
良
6
0
%
 
ロ
径
24
.0

器
高
24
.0

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 
19
-
12
4 
17
-
20
 
8
 
A
 

0
6
6
 

蓋
土
師
器
”
 
3
0
%
 

底
径
15
.4
器
高
3.
1

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 
2
1
-
1
3
1
 

8
 
A
 

0
6
7
 

蓋
土
師
器

’’ 
6
0
%
 

底
径
15
.2
器
高
3
.3

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 
2
1
-
13
2 

8
 
A
 

0
6
8
 

蓋
土
師
器

II
 
4
0
%
 

底
径
14
.4
器
高
3
.2

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 

21
-

1~
3 

8
 
A
 

0
6
9
 

杯
土
師
器
古
墳
9
0
%
 
ロ
径
14
.8
底
径
1
0
.4
器
高
3
.8
5

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 
21
-
13
4 

8
 
A
 

0
7
0
 
か
ま
ど
の
支
柱
土
師
器

II
 
不
明

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 
3
4
-
15
5 

8
 
A
 

07
1 

高
杯

須
恵
器
奈
良
8
0
%
 
ロ
径
18
.4
底
径
11
.6
器
高
7
.4

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 
14
-
98
 
18
-
39
 
，
 A
 

0
7
2
 

碗
陶
器
江
戸
4
0
%
 
推

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 
2
2-
13
5 
，
 A
 

ロ
径
10
.2

器
高
7.
6

0
7
3
 
牛
の
つ
の

,m
..
 
月

不
朋

S
 K
0
7
4
 
89
07
17
 
32
-
17
0 
，
 A
 

07
4 

壼
土
師
器
古
墳
8
0
%
 
ロ
径
18
.3

器
高
19
.5

S
 K
0
7
5
 
89
07
17
 
25
-
1
5
7
 
，
 A
 

0
7
5
 

蓋
須
恵
器
奈
良
5
0
%
 
つ
ま
み

S
 K
0
8
1
 
89
07
27
 
22
-
1
39
 
，
 A
 

径
2.
0
底
径
14
.5
器
高
3.
4

0
7
6
 

蓋
須
恵
器
奈
良
4
0
%
 
つ
ま
み

S
 K
0
8
1
 
89
07
27
 
22
-
14
0 
18
-
29
 
，
 A
 

径
2.
6
底
径
15
.4
器
高
3
.3

阿
高
遺
跡
(
A
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
残
牌
(
%
)

法
蘊

遺
構
名
出
士
年
月
夷
渕
図
番
号
報告
書播
掲号
載

Fi
g 
コ
ソ
テ
ナ
番
号
A
・B
の
別

0
7
7
 

高
台
付
杯

須
恵
器
奈
良
4
0
%
 
推

S
 K
0
8
1
 
89
07
27
 
2
2
-
1
4
1
 
18
-
33
 
，
 A
 

ロ
径
10
.6
高
台
径
5.
8
器
高
4
.1
5

0
7
8
 

皿
磁
器
鎌
倉
5
0
%
 
推

S
 K
0
8
5
 
89
07
27
 
23
-
14
7・
 
，
 A
 

ロ
径
11
.0
底
径
4.
4
器
高
2
.6

0
7
9
 

碗
磁
器
，, 
2
0
%
 
推

残
S
 K
0
8
5
 
89
07
27
 
2
3
-
1
4
8
 
，
 A
 

ロ
径
16
.8

器
高
5
.
6

0
8
0
 

対
土
師
器
古
墳
6
0
%
 
推

S
 D
0
3
4
 
89
07
07
 
7
-
47
 
，
 A
 

ロ
径
5.
6

器
高
6
.2
5

0
8
1
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
室
町
8
0
%
 
ロ
径
6.
2
底
径
3
.8
器
高
2.
1

S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
7
-
4
0
 
19
-
44
 
，
 A
 

0
8
2
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
室
町
完
形
ロ
径
6
.7
底
径
3
.4
5
器
高
2
.2

S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
7
-
41
 
1
9
-
4
3
 
，
 A
 

0
8
3
 

杯
土
師
器
鎌
倉
～
II
9
0
%
 
ロ
径
10
.4
底
径
5
.9
器
高
3.
1

S
 D
0
3
4
 
7
-
4
2
 
19
-
45
 
，
 A
 

0
8
4
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
”
5
0
%
 
推

推
S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
7
-
4
3
 
，
 A
 

ロ
径
8.
8
底
径
7
.
6
器
高
1.
4

0
8
5
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
II
7
0
%
 
ロ
径
9.
3
底
径
6.
9
器
高
1.
7
 

S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
7
-
4
4
 
，
 A
 

0
8
6
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
“
9
0
%
 
ロ
径
9
.0
底
径
7.
0
器
高
1.
6

S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
7
-
45
 
，
 A
 

0
8
7
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
fl
9
0
%
 
ロ
径
8.
9
底
径
7.
3
器
高
1.
6

S
 D
0
3
4
 
89
07
07
 
7
-
48
 
，
 A
 

0
8
8
 

杯
土
師
器
室
町
～
II
不
明

残
S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
7
-
4
6
 
，
 A
 

底
径
10
.5
器
高
3.
2

0
8
9
 

碗
磁
器
鎌
倉
～”
9
8
%
 
ロ
径
17
.0
高
台
径
5
.9
器
高
7
.1
5

S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
7
-
50
 
，
 A
 

0
9
0
 
碗
（
染
付
）

磁
器
江
戸
不
明

残
S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
8
-
5
1
 
，
 A
 

器
高
5
.6

0
9
1
 

皿
磁
器
室
町
2
0
%
 
推

S
 D
0
3
4
 
89
07
07
 
6
-
3
7
 
，
 A
 

ロ
径
12
.8
高
台
径
6
.4
器
高
3
.3

0
9
2
 

皿
磁
器
室
町
不
明

推
残

S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
6
-
38
 
，
 A
 

ロ
径
24
.0

器
高
3
.7

0
9
3
 

皿
磁
器
室
町
～
江
戸
2
5
%
 
推

S
 D
0
3
4
 
89
07
05
 
6
-
3
9
 
，
 A
 

ロ
径
15
.4
高
台
径
5.
0
器
高
3
.0

0
9
4
 

土
錘

土
製
品
不
朋
完
形

孔
径

S
 D
0
3
4
 
89
07
07
 
7
-
49
 
，
 A
 

長
さ
6.
0
径
1.
4
0
.
3
~
0
.5
 

0
9
5
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
9
0
%
 
ロ
径
8.
6
底
径
6
.
8
器
高
1.
2

S
 D
0
4
2
 
89
07
05
 
10
-
67
 
，
 A
 

阿
高
遺
跡
(
A
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
歿
(
%
)

法
址

遺
構
名
出
土
年
月
侠
甜
図
番
号
報
F告
ig
書番
掲号
≪
 
コ
ソ
テ
ナ
番
号

A
•
B
の
別

0
9
6
 

小
皿

瓦
器
“
 
5
0
%
 
ロ
径
10
.4

器
高
1.
7
 

S
 D
0
4
2
 
89
07
05
 
1
0
-
6
8
 
，
 A
 

0
9
7
 

婉
瓦
器
“
 
完
形
ロ
径
16
.2

器
高
5.
5

S
 D
0
4
2
 
89
07
05
 
3-
16
 
，
 A
 

0
9
8
 

器
台

土
師
器
不
明
完
形
ロ
径
2
.6
底
径
3
.
2
器
高
4.
5

S
 D
0
5
1
 
89
07
05
 
10
-
76
 
，
 A
 

0
9
9
 

杯
土
師
器
鎌
倉
9
8
%
 
ロ
径
16
.3
底
径
13
.0
器
高
2
.9

S
 D
0
5
1
 
89
07
05
 
1
0
-
7
8
 
，
 A
 

1
0
0
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
室
町
8
0
%
 
ロ
径
8
.
2
底
径
6
.
5
器
高
1.
2

S
 D
0
5
1
 
89
07
05
 
1
0
-
7
7
 
，
 A
 

I
O
 I
 

土
錘

土
製
品

II
 
完
形

孔
径

S
 D
0
5
1
 
89
07
05
 
1
0
-
7
5
 

10
 
A
 

長
さ
4.
5
径
0
.
8
~
1
.
5
0
.3
~
0
.
4
 

1
0
2
 

身
土
師
器
”
 
完
形
ロ
径
15
.0
底
径
10
.8
器
高
2.
8

S
 D
0
8
2
 
89
07
27
 
1
3
-
9
5
 

10
 
A
 

10
3 

杯
士
師
器
“
 
7
0
%
 
ロ
径
15
.2
底
径
9
.
8
器
高
3.
7

S
 D
0
8
2
 
89
07
27
 
22
-
14
2 

10
 
A
 

1
0
4
 

坑
土
師
器
“
 
8
0
%
 
ロ
径
16
.0
底
径
11
.8
器
高
2.
7

S
 D
0
8
2
 
89
07
27
 
2
2
-
1
4
3
 

10
 
A
 

1
0
5
 

小
皿

土
師
器
”
 
完
形
ロ
径
8.
6
底
径
7
.
0
器
高
1.
5

S
 D
0
8
2
 
89
07
27
 
9
-
1
0
1
 

10
 
A
 

1
0
6
 

皿
磁
器
“
 
5
0
%
 
推

S
 D
0
8
2
 
89
07
27
 
23
-
14
4 
19
-
56
 
10
 
A
 

ロ
径
10
.3
底
径
3
.
2
器
高
2
.
7

10
7
 

碗
磁
器
“
 
不
明

残
S
 D
0
8
2
 
89
07
27
 
2
3
-
1
4
5
 

10
 
A
 

高
台
径
6
.
6
器
高
5.
2

1
0
8
 

碗
磁
器
”
 
不
明

残
S
 D
0
8
2
 
89
07
27
 
23
-
14
6 

10
 
A
 

高
台
径
7
.
0
器
高
3.
75

1
0
9
 

蓋
土
師
器
“
 
9
0
%
 
つ
ま
み

S
 D
0
8
3
 
89
07
27
 
1
2
-
9
1
 

10
 
A
 

径
7.
6
底
径
11
.4
器
高
2
.
2

1
1
0
 

小
皿

土
師
器
“
 
完
形
ロ
径
9.
2
底
径
7
.
6
器
高
1.
2

S
 D
0
8
3
 
89
07
27
 
9
-
1
0
3
 
1
9
-
4
3
 
10
 
A
 

1
1
1
 

皿
土
師
器
“
 
9
0
%
 
ロ
径
15
.3
底
径
11
.0
器
高
3
.
3

S
 D
0
8
4
 
89
07
27
 
20
-
12
6 

10
 
A
 

1
1
2
 

皿
士
師
器

/i 
5
0
%
 

S
 D
0
8
4
 
89
07
27
 
未

10
 
B
 

1
1
3
 

小
皿

土
師
器
“
 
8
0
%
 
ロ
径
8.
4
底
径
6
.
4
器
高
1.
05

S
 D
0
8
8
 
89
08
21
 
2
3
-
1
4
9
 

10
 
A
 

1
14
 

碗
磁
器
“
 
高
台
部

残
S
 D
0
8
8
 
89
08
21
 
2
3
-
1
5
1
 

10
 
A
 

の
み

高
台
径
6
.
0
器
高
3
.
5

阿
高
遺
跡
(
A
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
茂
袢
(i
)

法
量

遺
構
名
出
土
年
月
夷
測
図
番
号
圏F告
ig書
番愚
万
藍
コ
ソ
テ
ナ
香
号
A
・B
の
別

11
5 

皿
陶
器
鎌
倉
～
室
町
5
0
%
 
ロ
径
10
.8
底
径
3
.0
器
高
2.
65

S
 D
0
8
8
 
89
08
21
 
23
-
15
0 

10
 
A
 

1
1
6
 

婉
瓦
器
鎌
倉
5
0
%
 
ロ
径
16
.4
高
台
径
6
.8
器
高
5.
4

S
 E
0
0
5
 
89
06
29
 
1-
3
 ・
 19
-
51
 
1
0
-
A
 
A
 

11
7 

甕
土
師
器
古
墳
不
明

残
S
 E
0
0
8
 
89
06
27
 
25
-
15
8 

10
 
A
 

ロ
径
2
0
.0

器
高
15
.7

1
18
 

甕
土
師
器
”
 
不
明

S
 E
0
0
8
 
89
06
27
 
未

10
 
B
 

1
 I
 
9
 

杯
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
17
.6

器
高
5
.9

S
E
 
0
0
8
 
89
06
27
 
2
-
9
 
1
5
-
3
 
10
 
A
 

12
0 

杯
土
師
器
古
墳
完
形
ロ
径
14
.6

器
高
6
.2
_
 
S
 E
0
0
8
 
89
06
27
 
2
-
1
0
 
1
5
-
2
 
11
 
A
 

1
2
1
 

杯
土
師
器
古
墳
8
0
%
 
ロ
径
14
.4

器
高
6
.0

S
E
 
0
0
8
 
89
06
27
 
2
-
l
l
 
1
5
-
1
 
11
 
A
 

12
2 

杯
土
師
器
乎
安
9
5
%
 
ロ
径
2
0
.0
底
径
12
.7
器
高
2
.6

S
E
 
0
1
0
 
89
08
03
 
13
-
93
 

11
 
A
 

1
2
3
 

小
皿

土
師
器
“
 
9
0
%
 
ロ
径
9
.2
底
径
7
.3
器
高
1.
35

S
E
 
0
1
6
 
89
06
27
 
4
-
1
9
 
1
9
-
4
1
 
11
 
A
 

12
4 

婉
瓦
器
鎌
倉
4
0
%
 
推

S
E
 
0
1
6
 
89
06
27
 
4
-
2
0
 
1
9
-
5
2
 
11
 
A
 

ロ
径
16
.4
高
台
径
6
.2
器
高
6.
15

12
5 

碗
磁
器
鎌
倉
1
5
%
 
推

残
S
E
 
0
1
6
 
89
06
27
 
4
-
2
1
 

11
 
A
 

ロ
径
15
.8

器
高
4
.
9

12
6 

碗
磁
器
“
 
4
0
%
 
推

S
 E
0
1
6
 
89
06
27
 
4
-
22
 
19
-
54
 
11
 
A
 

ロ
径
16
.8
高
台
径
5.
4
器
高
6
.
9

1
2
7
 

碗
磁
器

II
 
6
0
%
 
推

S
E
 
0
1
6
 
89
06
27
 
4
-
23
 
1
9
-
5
3
 
11
 
A
 

ロ
径
13
.0
高
台
径
5
.3
器
高
6
.3

1
2
8
 

合
子

磁
器

I/
 
完
形
ロ
径
6.
4
高
台
径
2.
6
器
高
1.
85

S
E
 
0
1
6
 
89
06
27
 
4
-
24
 

11
 
A
 

12
9 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
室
町
4
0
%
 

S
 E
0
1
7
 
89
07
22
 
未

11
 
B
 

13
0 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
室
町
9
0
%
 

S
E
 
0
1
7
 
89
07
22
 
未

11
 
B
 

13
1 

皿
磁
器
“
 
4
0
%
 
推

推
S
E
 
0
1
7
 
89
07
22
 
21
-
12
9 

11
 
A
 

ロ
径
11
.0
底
径
6
.
0
器
高
2.
65

1
3
2
 

杯
土
師
器
”
 
完
形
ロ
径
14
.8
底
径
11
.5
器
高
3
.
3

S
 E
0
2
3
 
89
06
27
 
5
-
27
 

11
 
A
 

1
3
3
 

有
孔
円
盤

滑
石
製
品
不
朋
不
朋
径
2
.
8
~
2
.9
孔
径
0
.1
厚
さ
0
.4

S
E
 
0
2
4
 
89
06
29
 
1
0
-
7
2
 

11
 
A
 

阿
高
遺
跡
(
A
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
残
(i
)

法
長

遺
構
名
出
土
年
月
庚
測
図
番
号
報F
告i
g書
番掲
号
9
 コソ
テ
ナ
番
号

A
•
B
の
別

1
3
4
 

芽
須
恵
器
奈
良
4
0
%
 
推

S
 E
0
2
7
 
89
06
29
 
5
-
2
8
 

11
 
A
 

ロ
径
14
.3
底
径

器
高
2
.1

1
3
5
 

皿
瓦
器
奈
良
7
0
%
 
ロ
径
16
.4
底
径
13
.0
器
高
1
.
7
5

S
 E
0
2
7
 
89
06
29
 
5-
29
 

11
 
A
 

1
3
6
 

杯
土
師
器
鎌
倉
～
室
町
完
形
ロ
径
15
.6
底
径
9.
1
器
高
3.
6

S
E
 
0
2
8
 
89
07
25
 
5
-
3
0
 
19
-
49
 
11
 
A
 

1
3
7
 

杯
土
師
器
”
 
5
0
%
 
推

S
 E
0
2
8
 
89
07
05
 
13
-
94
 

11
 
A
 

ロ
径
16
.4
底
径
9
.5
器
高
4
.0

1
3
8
 

小
皿

土
師
器
”
 
完
形
ロ
径
9
.8
底
径
8
.
0
器
高
1
.4

S
 E
0
2
8
 
89
07
05
 
5
-
31
 

11
 
A
 

1
3
9
 

小
皿

土
師
器
”
 
7
0
%
 
ロ
径
9
.5
5
底
径
6
.7
器
高

S
 E
0
2
8
 
89
07
05
 
5
-
32
 

11
 
A
 

1
4
0
 

小
皿

土
師
器

II
 
5
0
%
 
ロ
径
9
.4
底
径
7
.6
器
高
1.
3
 

S
 E
0
2
8
 
89
07
25
 
5
-
33
 

11
 
A
 

14
1 

小
皿

土
師
器
“
 
完
形
ロ
径
9
.1
底
径
8
.2
5
器
高
1.
0

S
E
 
0
2
8
 
89
07
25
 
9
-
1
0
0
 
1
9
-
4
0
 
11
 
A
 

14
 2
 

小
皿

土
師
器
”
 
9
0
%
 
ロ
径
9
.7
底
径
7
.9
器
高
1.
4

S
E
 
0
2
8
 
89
07
25
 
9-
10
2 

11
 
A
 

1
4
3
 

小
皿

土
師
器
“
 
7
0
%
 

S
 E
0
2
8
 
89
07
25
 
未

11
 
B
 

14
4 

婉
黒
色
土
器
鎌
倉
～
室
町
5
0
%
 
ロ
径
16
.4
高
台
径
5.
6
器
高
5.
5

S
 E
0
2
8
 
89
07
05
 
1
4
-
9
7
 
1
9
-
5
0
 
11
 
A
 

14
 5
 

婉
瓦
器
”
 
9
0
%
 

残
S
E
 
0
2
8
 
89
07
05
 
3
-
17
 

11
 
A
 

ロ
径
15
.6

器
高
4
.
4

14
 6
 

婉
瓦
器
”
 
9
0
%
 

残
S
 E
0
2
8
 
89
07
05
 
3
-
18
 

11
 
A
 

ロ
径
15
.6

器
高
5.
4

1
4
7
 

石
鍋

滑
石
製
品
“
 
不
明

S
 E
0
2
8
 
89
07
25
 
未

11
 
B
 

1
4
8
 

不
明
木
器

木
製
品
不
明
不
朋

S
 E
0
2
8
 
89
07
25
 
・1
74
 

12
 
B
 

14
9 

殿
須
恵
器
古
墳
不
明

S
E
 
0
3
0
 
89
07
25
 
未

12
 
B
 

1
5
0
 

小
皿

土
師
器
鎌
倉
～
室
町
4
0
%
 
推

推
S
E
 
0
3
6
 
89
06
30
 
8
-
52
 

12
 
A
 

ロ
径
9.
4
底
径
8
.
0
器
高
0.
95

1
5
1
 

小
皿

土
師
器

II
 
6
0
%
 
推

推
S
E
 
0
3
6
 
89
06
30
 
8
-
53
 

12
 
A
 

ロ
径
9
.8
底
径
4
.
7
器
高
2
.
6

1
5
2
 

碗
磁
器
”
 
完
形
ロ
径
11
.8
高
台
径
5
.0
器
高
4
.6

S
E
 
0
3
6
 
89
06
30
 
6
-
3
6
 
19
-
55
 
12
 
A
 

阿
高
遺
跡
(
A
地
区
）
I
種



番
号

名
称

種
別
時
代
残
(
%
)

法
量

遺
構
名
出
土
年
月
実
測
図
番
号
報
F告i
g書
番掲
号
怠
コ
ソ
テ
ナ
番
号
A
・
即
）
別

15
3 

甕
土
士
師
器質
室
町
不
明

残
S
E
 
0
3
7
 
89
06
30
 
4
-
1
5
2
 

12
 
A
 

ロ
径
28
.8

器
高
17
.0

15
4 

小
皿

土
師
器
”
 
4
0
%
 
推

推
S
 E
0
3
7
 
89
06
30
 
8
-
54
 
19
-
4
6
 
12
 
A
 

ロ
径
10
.8
底
径
6.
0
器
高
2.
5

15
5 

小
皿

土
師
器
室
町
6
0
%
 
ロ
径
9.
8
底
径
5
.0
器
高
2.
75

S
 E
0
3
7
 
89
06
30
 
8
-
55
 

12
 
A
 

1
5
6
 

小
皿

土
師
器
”
 
8
0
%
 
ロ
径
10
.6
底
径
4.
8
器
高
3.
2

S
E
 
0
3
7
 
89
06
30
 
8
-
5
6
 
19
-
47
 
12
 
A
 

1
5
7
 

小
皿

土
師
器
“
 
6
0
%
 
ロ
径
9
.2
・
底
径
3.
7
器
高
2
.7
5

S
E
 
0
3
7
 
89
06
30
 
8
-
57
 

12
 
A
 

15
8 

摺
鉢

瓦
質
土
器
“
 
8
0
%
 
ロ
径
28
.5
底
径
15
.5
器
高
14
.0

S
E
 
0
3
7
 
89
06
30
 
2
7
-
1
6
2
 
19
-
58
 
12
 
A
 

15
9 

釜
瓦
質
土
器
“
 
不
明
ロ
径
13
.5

器
高
11
.5

S
E
 
0
3
7
 
89
06
30
 
1
4
-
9
9
 

13
 
A
 

16
0 

釜
瓦
質
土
器
“
 
不
明

残
S
E
 
0
3
7
 
89
06
30
 
15
-
10
5 
1
9
-
6
0
 
13
 
A
 

ロ
径
14
.4

器
高
14
.4

16
1 

釜
瓦
質
土
器
“
 
8
0
%
 
ロ
径
14
.2

器
高
11
.5

S
E
 
0
3
7
 
89
06
30
 
2
5
-
1
5
6
 
19
-
59
 
13
 
A
 

1
6
2
 

壼
土
師
器
古
墳
9
5
%
 
ロ
径
10
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